
※3　レベルＣ患者とは⇒参考資料3-3（P21）参照
【島しょ救急患者搬送内部マニュアルに定めるレベルＣ患者受入れ時の医師添乗対応について】

島しょ周産期ヘリ搬送手順

受入可否の確定

受入れまでの流れ 産科医師 産科（ＭＦＩＣＵ）助産師 総務部（警備室）、施設課

搬送依頼

・平日昼間；東京都からの収容確認連絡時に添乗医師確保について協議をする。
・平日夜間、休日；東京都保健医療情報センター「ひまわり」からの収容確認連絡時に当番医師の添乗を依頼する。

ヘリコプター到着

ヘリコプター離陸

※1　【時間内】平日9：00～16：30　　 土曜9：00～12：30
※2　【時間外】平日16：30～翌9：00　土曜　12：30～月曜9：00　祝日終日

2班 警備 

屋上直通専用運転に切替 

1班 警備・施設・総務 

屋上直通エレベーターでヘリポートへ 

関係部署（産科医体制、小児科医体制、ＭＦＩＣＵ状況、ＮＩＣＵ状況、手術室状況）へ 

受入可能か連絡調整（周産期搬送コーディネーターは調整補助） 

受入可否の判断 

救急科医師、ＴＣＣ3次看護師とともに 

患者を搬送 

医療機関、消防庁から 

TCC担当医師経由で患者受入要請 

関係者は第3病棟2階屋上直通エレベーターホール前に集合後、ヘリポート階まで上がり、エレベーターホールにて待機 

ヘリポートに患者到着 

患者の状態により受入先の確定を行

う。周産期搬送ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰに確定し

た受入先を伝える。 

周産期搬送コーディネーターは患者到着予定時間を下記へ

連絡  

 

 

 

 

 

 

 

 

10階屋上グリーストラップ弁開栓 

ヘリポート周囲の落下物、飛散物除去  

消火設備4箇所、安全確認人員配置  

第3病棟2階にて 

産科担当医師は患者情報、予定到着

時間、受入先を下記へ連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受入可能確定 

レベルＣ患者（※3）の場合は 

添乗医師確保の確認 

分娩室の受入準備 3次外来搬送用必要物品準備 

周産期搬送コーディネーターは、確定した受入先を 

１－２病棟コーディネーターに連絡 

ＭＦＩＣＵに受入決定の場合 3次外来に受入決定の場合 

分娩室にて受入 

3次外来へ必要物品持参 

離陸及び患者搬送後、ヘリポート

安全確認、施錠確認を行い、 

10階屋上グリーストラップ閉栓 

診察開始 

TCC3次看護師から引継ぎ 

患者搬送用ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ運転要員配置  

全て終了後、警備は下記へ 

完了連絡 

3次外来にて受入 

ヘリコプター患者受入報告書（別紙1）記載後、 

庶務課に提出 

（回覧後、3次外来にて保管） 

【時間内（※1）】 

・事務部；5132 
（事務部から病院長、庶務課へ連絡） 

・周産期搬送コーディネーター；7271 

【時間外（※2）】     

・管理当直医；7000 

・周産期搬送コーディネーター；7271 

【時間内（※1）】 

・1-2病棟コーディネーター；7296 

・警備室；6000 

【時間外（※2）】 

・1-2病棟コーディネーター；7296 

・警備室；6000 

【時間内（※1）】 

・事務部；5132 

（事務部から病院長へ連絡） 

・栄養部；6050 

・庶務課；2601 

【時間外（※2）】     

・管理当直医；7000 

・病院長；7901（不在時は携帯へ） 

・栄養部；6050 

警備は予定到着時刻、 

医師添乗の有無を下記へ連絡 

下記へ連絡 【時間内（※1）】 
・施設課；3263 
・総務課；3270 

【時間外（※2）】 
・病院長；7901（不在時は携帯へ） 
・施設課（ボイラー室）；3604 

屋上ヘリポート業務日誌を作成し、 

規程に基づき報告                     

（回覧後、庶務課にて保管） 


